
 
 

 

図 1．津波堆積物データベース（https://gbank.gsj.jp/tsunami_deposit_db/）の閲覧画面（（独）

産業技術総合研究所［課題番号 5001］）  

グーグルマップを活用しており，GUI操作により調査場所の結果を閲覧可能である。 

 

 



 
 

 

 

図 2．活断層データベース（https://gbank.gsj.jp/activefault/index_gmap.html）の活断層調査

の検索画面（（独）産業技術総合研究所［課題番号5002］） 

 

 



 
 

 

図 3．DGPS局等の GPS連続観測から求めた水平変異（下里局固定）（海上保安庁［課題番号 8004］） 

 



 
 

 

図 4．震源再計算後の震央分布図，M-T図，回数積算図（気象庁［課題番号7019］） 

1975 年のカタログの精度が大幅に向上した。 



 
 

 

図 5．SAR干渉解析で捉えた長野県北部の地震に伴う地殻変動（2014年 10月 2日—11月 27日）（国

土地理院［課題番号6008］） 



 
 

 

図 6．基盤的地震観測施設の安定的運用（（独）防災科学技術研究所［課題番号 3004］） 

Hi-net， F-net， K-NET， KiK-netは，良質なデータを生産し続けている。 

 

 

 

図 7．SINET4による JDXnet 概念図（東京大学地震研究所［課題番号 1518］） 

大学・気象庁・防災科研他の観測点からのデータがリアルタイムで集配信されている。 



 
 

 

図 8．GUIを用いた ETAS解析ツール（東京大学地震研究所［課題番号1519］） 

地震活動解析のグローバルスタンダードであるETAS解析がGUIを用いて直感的に実行できるツール

である。 

 

  


